
十和田湖資源対策事業〈顎境調査)

担当者調査普及課長長峰良典

技師斎藤重男

調査目的

十和田湖の湖沼学的な調査はT丹 4'年 1955年5月まち7)1#号に5同調査されたガナで，その後 10数年

間調査きれていないので，湖沼条件の変化についてその実熊今明らかにするために調査した。

E 調査内容
1. 場所 十和問湖・(第1図)

2. 期間 昭和 42年 8月 15日~全昭和 42年l'1 Jl?日
3. 調夜項目及び方法

水晶 PH，熔存醍素(m'l/.f)，愚)11支(m )，水色， NH ~-N門'I/e) ， 1"0 4-P (呼V.t)
塩素邑

イ. ;_kY，¥l .・…ナツぞシ繍但!採水探，および防FEW!繍イ世i水混計を使用し，水温は規定の方法に

より更生した己

表両採水，潤j尺はゴム室哲夫婦i':採水器を用い 1/.1日 C日盛の水沼計を使用した。

ロ 'pH，漆存機素l賓 観測終了後直ちに測定した。 P'Hはガラ・ス電概pHメーターを使

府し，また;容存機素はウイシクラ-1去によった。

ハ.透明度，水色一一 セツキー板及びフォーレ/レ;_k色計を使用した。

一. NH.'S-N及びPO4-D ...…トノレオーノレ， クロロホノレム等崇混合i疫を試7K5 0口間ぬこ対し

2 mf.宛添加しょく振って殺菌し，実験室に持ち帰って制定した。

NH3-Nばネスラ一決により， 10 O'4-Dはドニゼ，アトキシス決により各々発

色させ光tR比色三十により!と色したn

ホ. j複素旨号、 ーチオシアン機水銀による!土色伐内

へ.硬度 ーキレート滴定法によった。

臨調奇結果

f. 7.k潟(与~ 1珂，得 1表ヴ)， --4 ) 
℃ 

8月初捌の水視をfよると，湖内の各点とも実!湾 21.6 -.， 2五 6-， 5mT弓 21.95-22.78・℃

. 10m J詩13. 29 -.， 1 6: 1 8 .~ 25m層 6.4 2 -.， 7. 7 z''c; 5 0 m W雪4.4 0 -.， 4. 9 1 .C と各点で

若干の相違はあるが水平分布，害警直分布ともに非常に安定した様相を示している。調査点110

の最深部は 50mj)J.T 3 0阻まで余り変化がなく 75mで 4.0 2でと最侭を示している。それ

以深からや).J:昇しているのは前回の期間の望書にも弓られており， このi烹悶については荷々考

えられるところであるが，化学的成!需であるかどうかを見る七め?な素足と硬停を活1定'した。

塩素i苦，硬慢とも深腎正予多い傾向を示しているが，この程;芝で果して化学的fえ習を作るものか

どうか匂わlノい。

むしろ化全伐分の多い土色下水が湖!定にf演出しているのではないかと考えられ，そのための水

源上昇と見てよいだろう。 1・1月観測の際にも水科ばや h降視しているが同じ様な傾向が見!ら

れる。また水平分布を悶ても各議充去の!!¥iに樗均な変化が見られずき月とi巧機安定した傑杓を

示している。
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2 水色および透明flt( 第 1 表の 1~4)~':
前向調俺の結果では8月-11月の問は 3.5叩 4であった寄らのカ>;今同は 8Hが 6-7，11
月は 5と大きく変っている。前向の調官!と比較して最も変ったのはこの点で，特に8月は水色
6-'"と昔の水脅〈透明の湖水のイ _)-i)'には稗遣いものを感じた。しかし 11月の調翌年では
水色5となりや』問復している。.
湾明暗は"*色と関係が深<8月には 5.5"'"7.0 mで従来の約半分以下であるが 1t月には
9.0 -10. 8.IDとや』有くなり，前開調杏e余り楚らない状態となっている。
透明fをはまたプラγ クト yの寄をと桝梼な関係があるといわれているが，湖水の混濁の原悶に
ついてF九平礼ばかりとは言えず，流入河川及各楕の土木工事による影響と考えられる。

三 海軍存酸素(第1司智 1表の 1- 4 ) 

務存酸素需をは水温，植物ブラシクトシの慢によって左右されるわけであるが今回の謡置では

2悶とも正常な債を示している。最深部でなお8月1日75勾v.e， 86. 4~， .11 13 1 D. 8 1 
n穆/.e， 87. 1 ~と一般の湖沼に比べ非常に句高い含有療を示している。また飽和度を見ると y

8月は何れも調斉点も 10-25 m層が渦飽和にi空しており，この層において同化作用が盛ん

に行なわれているものと思われる。 11月には水視の低下にともなって棲素最も多くなってい

るが. 8月のように過飽和の決態になっているととろは界当らない。

4. 栄養塩(第1間有害 T表の 1_4 ) 

日 4-N  1: 8月間測の擦は 10-55勾/.eと柑こ低かったが 11月には日 -19巧
とや』矯加しているの和室分布を見ると， 8月， .1.1月とも表曹にや弘多い傾向を示している

がそれ穫はっきりしているとはいえない。また水平分布は 1D1，102，105が他の調査点よ

り若手多いごとは 2回の調奇に共帽した現象で，特に什月にほ顕著に現われてやる。と礼は

鍍'[1Jf!，大III岱HI，錆山lJl，神可HIなどにより降上から署ぽ九たものと考えられる。

P 0 4-Pは8月， 1 1月ともに非常に少く，また季節による変動もNH4---Nのよ号に甚

だし〈たい今煮た流入河川水に含まれる常民湖水のそれよりも多くなっているウらこれも烹た

季節に主る変動は見られない。

5. 堤素堤{帯 1表の 1-4，第5図〉

f毎素F警は 8月にl;t7. 4 - 9.3吻/乙 1 1月には 7.1..... 8.8勾/.eとなっており， 8月に比

ぺ 11月はや::..':姉、，いづ九も残曹がわず制こ多い傾向ポ見ら九る。湖水の塩素Zまはどの地点

をとって見ても 7噂 /.e以tであるのに，湖に流入する 111ゃ沢水は殆んどが2-3略〆r色ちる，
第五岡は 11月間淘IJの民青梅水円から休属置を経て宥ノ沢に至る問の沢水について塩素壌を

号たものである。これらの沢水は何れも1.8 -4.0呼/.eで，子の円主り北部と庵の沢の北部

に3.7-4.0吻/.eと高いところが見られたほ糾ま1.8-3.411Vj/.eと湖水よりはる削こ低い

埼素専で為っか。縄の沢から青調理に至る"1中の調査を行っていないのでとの間に高権分の沢水
が掠入している可能性がある吟これまでの調養結果から考えて見ると，.湖iこ流入する水の縫

素碍が納5格になるだけの場介吟どこから入ってくるのか興味が持たれる点、である。

6. 割受(笥 1実の 1- 4 ) 

流入河川の濁度は 8 月には大川岱~ 4iTJ!i/.eとやh濁りの多い状態でそれについで鍍111;鋭

" 1，神明川等が多少濁っている穂喧であるの 1 1月には積雪が始まづていたためどの111も清澄

マあった「ただし竜の沢では道路工事のため相当濁りが甚だしかった。しかし水賓が少いため

湖に入ってからは帽 1- 10町長"tt50m位湖岸に沿って濁っている程度であった。

7. 鋳111と奇襲111の排水について(第1表の 2， 4) 

銅山鉱l[jからは坑内排水と思われる稜性の噴い水が^り，そのため河床は酸化鉄の沈着によ

って赤禍色に汚染している。 PHは 3.40_. 3. '7 5で筑銅を多〈含んでおり，鉄ば-1，5日O'

-1，70 0'llVj/ fと致死壌を者豊かに越えるものである内湖内のPHから見てそれ樗ー広い範囲に
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影響を及ぽしているとは考え!ち礼次い。

また銀illからや h多景の態iの'fJff入が.Iiiられる。これは河床に捨てられている古い熔浮が風化

して溶けでるもので，渡!をもそれ理高〈ないため湖に与える影響は無視してよいだろう。

班考察

1. 水源 ・湖内の各点とも日.....50 mまでは水平，素直分布ともに安定し以下 300mま

であまり変化は見られないが問題は調査点 11 0の水深 75mで4.02でと最低を示

している1京悶は化学h¥i.分の多い封l!下水が湖底に湾出しているためと考えられそのため

の水温上昇であろうり

2. 水色ー 今回の粛をでは 8月は 6-7であったものカ， 1 1月に 5となりや』回復してい

るが前回の調査に比べて回復がおくれている。

3. 透明度…一一 8月は従来の半分以下であったが 11月や h高<，前回調斉と巧まり変ら冷い

湖水の混濁の!京悶は流入河川および各種の土木工事による影響と考えられる。

4. 熔存破棄正常な績を示しており，最深部では非常に高い含有債を示している。 8尽で

はいづれの調寄点も 10-25m層が過鈎和で，とれば同化作用が号事んに行なわれて

いるものと思われる。 11舟は 8月のように過飽和になっていない。

5. NH3-N ". ..... 8月は低かった治主 1 1月に高〈現われている。とれは，鍍!lIJIIヰその他の111

により開上から運ばれたものと考えられるp

6. PO 4ーp "" 8月， 1 1月ともに少〈季節による安動は見られない。

7. j喰素摂司.'湖内の潟素警は 7.1..... 9. 3勾/.tでJ恋人河川I(育機~竜ノ沢)や，沢水の塩素
母ば 1.8 --4. 0 7Il<I/ .eであるので，これらの約 5併になるだけの塩分がどこから入っ
てくるのか興味ある点である。

8 濁 建一・ーふ指先入河川の濁!支H湖水にとって手れほど影響のないものと恩われる。

9. 鉛111と銀111の排水について

銀111鉱山の排水は湖内のPHからみて午てれほど広い範開に影響を及ぼしているとは考

えこられたい。
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第 1表の 1 十 革日 回 湖 7l< 質 分 祈 表

( 8月 15日-16日)

~k 洞li後素麿 飽和度 P H [004 -p 硬度 透明度 水色 天候 気温 日 時
。C 呼/.e 自勾グ

m<l/ .e 1n'J/ .e m 。C

22. 6 8.29 98.4 8.日2 7.5 0.5 3 O.日 5.5 7 R 
8. 1 5 
1 1.30 

22. 34 8.25 9 7.1 7.98 8. 2 2.0 

13. :;' 9 1 0.62 104.6 7.98 8.3 0.5 

22.9 7.9 1 7.3 2.0 30.0 6.0 ι R 

:2 2. 30 8.26 9 7.2 7.82 8.1 1.5 

1 4. 1 8 ↑0.7 1 1 0 7.1 7.98 8.4 2.0 

6.42 7.98 8.4 50 0.5 

23. 6 守口 4 1 08.ヲ 8.00 7.5 35 0.5 3 1.8 7.0 ι 。 26.6 
8. 1 5 

1 2.50 
21. 95 8.23 ?ι.4 7.93 月.3 20 1.5 

1 4. 1 0 1 0.87 1日9.1 8日日 8.5 2 Q 1.0 

6. 74 1 2.0 7 1 01.8 7.81 8.5 55 0.5 

4. 9 1 1 4日8 1 1 3.4 7.78 8.5 2 0 1.0 

4. 1 8 1 1.65 92.1 7.73 8.6 30 1.5 

22. 5 8.20 守色.守 7‘7.0 7.4 40 1.5 31.2 6.0 6 。 丹. 1 6 

1 2.0[1 
22. 1 2 8.32 97.7 7.36 7.6 30 2.5 30.8 

1 4. 09 1 08.7 7.51 7.5 25 3.0 31.0 

7. 01 1 2.23 1 04.1 7.46 8. 0 1 5 3.0 29.6 

4. 40 1 2.54 99.8 7.38 8.0 20 8.0 5主口

4. 02 1 2.45 98.1 7.27 7.9 1 0 3.5 31.6 

4. 1 5 1 2.05 94.9 7.33 8.1 1 0 4‘。 33.2 

4..45 1 1.33 90.4 7.25 9.3 1 5 4.5 33.4 

4.86 1 0.8.3 87.4 7.1 0 ?口 1 0 6.0 37.8 

4. 75 1 0目75 86.4 7.1 8 9.2 1 5 5.5 38.4 

22. 9 8.24 98.1 7.82 7.5 1 5 2口 30.2 ι B 
8. 1 5 

1ι20 
22. 0日 8.38 98.4 7.73 8.1 2日 4.0 

14. 24 1 0.9 2 1 1 0.1 7.99 8.3 7.0 

7. 72 1 1.74 101.8 
80:i 

8.3 1 0 2.5 

4.45 97.2 7.7 8.4 3 0 2.5 

4. 06 1 1.92 94.2 7.8 8.4 2 5 3.0 



表析分質水湖国和+ 第1表の2

( 8月 15日-16日)

測(水籾点
ワイヤー 水 f段 酸m~ノ去E最 飽和qs!変 P H 塩時/素壊ε NH4・・N PO 4噛 p 硬時/Ef安 透明度 水色 天候 気 7~ 日 時|
の尽き "c 喝Vf WJ/f m ℃ 

iμ m 
1 1 8 口 22.6 8.1 3 96.4 7.91 7.5 20 1.0 29.8 6.0 6 R 

日9.50(19) 5 i 22.1 7 8.29 97.5 8.1 0 7.5 1 0 。
1口 14.05 1 0.73 1 08.0 8.02 7.5 20 0.5 

1 1 9 。 21.6 8.1 8 95.3 7.89 7.5 10 1.0 30.2 5.9 6 R 21.4 
1 0.30 

( 70) 5 22.70 8.18 97.0 7.92 7.5 1 0 日

10 1 3.47 1 0.9 1 1日8.2 7.97 7.7 15 0.5 

25 6.69 12.27 103.5 7.91 8.0 1 0 。
50 4.48 1 2.22 97.5 7.87 a日 30 1.5 

R 

1 27 口 22.88 8.1 9 97.2 7.63 7.7 25 4.0 31.4 6.7 6 。 25.1 
8. 15 
1 7.4日

( 66) 5 22.78 8.27 98.4 7.42 ・ 8.1 1 0 4.5 

1 0 1 6.1 8 1 0.4 5 1 09.8 7.98 8.0 1 5 4.5 

25 6.96 1 2.0 0 1 02.1 7.91 8.1 30 2.0 

三~ 4.49 1 2. 2'4 97.7 7.08 8.3 20 4.0 

f
t

凶ロロ

l
i

LAJ 水源 P H!濁庵 権索電 NH4-N P04-P 流 篭ーc
1竜ノ首と16:1 1 7.1 7.52 4 3.0 1日日 25 2 側

" 必 2 1 7.2 7.1 0 3.0 85 20 ヨ 11 

銀 111 1 6.5 7.22 6 1.9 1 00 22 0.7トシ

大川 t& 1 4.7 7.98 1'4 2.5 200 63 0.7 11 

~1 111 14.8 3.75 6 2.3 140 。0.4 11 
和;枠内 15.3 7.28 。 1.9 50 ? 0.5 仰

神間 111 1 6.3 7.7 0 5 2.8 70 34 0.3トシ…1γ5  5 2.7 40 22 0，6 11 

子脅燃Fノ水旦門Li 25.8 7.50 。 7.5 1口 4 

24.日 7.59 。 7，6 10 4 
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第1表の 3

崎明，......

ワイヤー
の~主
1 m 
1 01 日
(25 ) g 

1 '0 

25 

。

(35) 5 ! 
1 0 

25 

1 05 。

( 90) 5 

1口

25 

50 

75 

1 06 。
(101 ) 5 

1 0 

50 

75 

11 0 。
(321) 5 

1日

'. 2.5 

50 

75 

1 00 

1 50 

200 

水 調l
℃ 

1日.目。

9.84 

9.52 

1日.4

1 0.1 0 

9.94 

9.1 5 

1 0.4 

1口.23

10.05 

8.94 

5.49 

4.82 

10.2 

1 0.1 4 

9.93 

8.97 -

544 

5.口、日

1 0.8 

10.45 

1 0目24

4，82 

5.4 8 

5.1 5 

4.92 

4.68 

4.98 

i 十 和

酸素摩 飽和度 P H 
得/ε % 

1 0.69 99.0 8.1 9 

1 0.80 98.9 8.20 

1日.75 97.9 日目20 

10.81 97.7 8.25 

10.88 99.8 8.28 

1 0.77 98.4 8.28 

11.27 100.9 8.2.0 

1 0.78 99.6 8.18 

1 0.77 99.1 8.20 

1 0.78 98.9 8.22 

10.99 98.0 8.20 

1 1.84 96.9 8.20 

1 1.70 94.1 8.19 

10.81 99.4 8.1 9 

1 0.75 守R.6 8.1 8 

1 0.8.1 98.7 8.18 

1 1.02 .98.5 8.12 

11.9 1 95.4 8.06 

11.88 96.0 8.01 

1 .0.65 99.3 8.08 

1 0.80 99.9 8:1 0 

1 0.77 99.2 8.1 0 

11.87 95.4 8.1 4 

1 1. B 2 96.7 8.12 

11.8 1 95.8 8.07 

11.79 95.0 7.99 

1 1.34 90.9 7.88 

1 0.95 88，5 7.67 

国 ー湖 本 質 分 析 表

( 1 1月7日--8日〉

塩素最 NH4-N PO 4目 p 透明l変 水色 天候 気温 日 時|
可/ε mfj/.e 噂/.e m ℃ 

1 1. 7 7.1 60 4 .1 0.3 。 1 3.5 
12.40 

7.2 45 5 

60 6 

7.4 55 5 9.0 1 4.6 
1 1. 7 
1 3.12 

7.1 1 1 0 5 

7.4 70 5 

ス4 1 30 5 

7.4 1 90 4 1 0.1 。 1 4.9 
1 1. 7 
14.03 

7.3 1 15 5 

7.3 55 5 

7.3 1 00 、き

~. 7 55. 4 

7.8 1 1 5 7 

7.9 守口 5 1 O~O 。 12.8 
1 1. 7 
14.52 

8.0 180 5 

8.0 1 0 0 4 

7.2 4日 6 

8.0 50 4 

8.1 50 ? 

7.1 20 7 1日.8 5 σ 14.8 1 1. 8 
1 2.口口

7.0 。 5 

7.1 20 5 

7.2 1 5 4 

7.7 2 0 4 

7.6 5 4 

7.7 。 7 

8，2 。 5 

8.6 5 7、



( 1 1月7日-88)

視(lj水深点) 
ワイヤー 水祖

椴明素白Vf母 飽和%再zP H 海素晴 NH4-N P04-P 透明度 水色 天候 気潤 fl 時
の長さ ℃ nv;/f rnr;/.e m喝/旦 m ℃ 

m 50E0 1 4.93 1 0.81 87.1 7.51 8.8 。 ι 1 2.1 

1 14 。 1 0.2 10.82 99.5 8.1 8 7.3 30 7 1 0.0 5 。 1 2.1 
1 1. 7 
15.40 

(87) 5 1 0.1 0 10.84 99.4 8.30 7.5 35 5 

1 0 1 0.08 1 0.711 98.4 &，0 3 0 7.5 65 4 

25 9.86 1 0.90 99.3 8.29 7.4 25 

50 5.48 1 1. 9 7 98.0 8.30 7.7 40 5 

75 ち08 1 1.7 1 94.9 8.33 8.1 35 5 

1 1 8 。 10.7 1 0.68 99.3 8.00 7.3 2 0 7 9.8 5 。 1 4.4 

(17) 5 1 0.3 1 8.03 7.3 1 5 5 

1 0 9.95 10.75 98.2 8.04 7.3 15 7 

1 1 9 1 0.4 1 0.68 9.8.7 7.90 7.5 3 0 5 9.9 5 。 13.7 

( 67) 10.2.3 10.74 98.8 7.98 7.4 25 6 

1日.09 1 0.8日 99.1 .B.O 0 7.4 25 5 

25 9.87 1 0.68 97.5 8.02 7.3 20 ι 

..・ 50 5.1 4 1 1.74 ヲ5.1 8.03 7.8 1 5 色

126 。 1 0.4 1 0.6 7 98.6 7.62 8.1 40 1 2 1 0.(1 5 。 1 4.1 

( 70) 5 1 0電02 1 0.80 98.9 7:80 7.5 25 5 

1 0 1日.06 1 0.84 99.4 7.84 7目5 20 3 

25 5.52 10.82 88，5 7.88 7:7 30 4 

50 5.46 1 1.81 96.6 7.87 8.0 35 7 11. 9 

局ノ ;r~ 1 3.1 3目7 1.8 

H 2 4.4 1 2.21 97.4 7.60 3.0 50 1 6 -0.1 

寺興 1 I1 3.4 12.41 96.2 7.88 2目4 320 32 1.4 

大川岱! 3.4 1 2.64 97:8 7.87 2.3 1 25 37 0.9 

鈴 111 5.3 1 1. 74 95.7 3.40 2.0 225 2 1.4 

和井内 1，.7 1 1. 5 1 97.2 7.宇'.8 2. .3 80 4 7 1.9 

神田川| 3.3 12.49 96.5 7.官。 3.0 235 44 2.7 

字煉:'f!!!1I 4.6 1 2.1 4 97.0 7.90 2.7 225 32 0.7 

育撫水叶 1 1.日5 1 00.0 7.95 品.6 25 4 3.8 9.6 一...

子ノ口 9.5 1 0.84 吋 1I 7.85-一一上I . 7.4 40 5 2.7 
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